
文部科学省「２１世紀環境立国戦略」関係平成２０年度概算要求について
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※重点施策推進要望のうち２１世紀環境立国戦略分野に該当する予算額 １，０１１



◆教育基本法や学校教育法の改正により、「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと」が教育の目標として
規定された。これらの規定を踏まえ、環境教育・環境学習及び体験活動の推進等に取り組む。

○豊かな体験活動推進事業 ３，５４９百万円（７１３百万円）
○青少年体験活動総合プラン ７１４百万円（２４６百万円）
○環境教育推進グリーンプラン ９０百万円（９０百万円）

環境教育・環境学習の推進環境教育・環境学習の推進

戦略７：環境を感じ、考え、行動する人づくり

２１世紀環境立国戦略２１世紀環境立国戦略関係関係 平成２０年度平成２０年度概算要求概算要求についてについて

環境教育・環境学習の推進、環境科学技術の研究開発を両輪として施策を重点的に実施

（（ ）内は平成１９年度予算額）

◆地球温暖化の科学的な知見の不確実性を低減するため、地球環境の観測・監視と地球規模の諸現象のメカニズム解明等、
環境に関する科学技術を推進する。

◆化石燃料に代替可能なエネルギーとして有効な原子力の研究開発を、国民の理解と安全確保を大前提として推進する。

○２１世紀気候変動予測革新プログラム ２，８１３百万円（２，３１３百万円）
○地球観測衛星の開発・運用 ２０，９６３百万円（１３，６７１百万円）
○海洋資源の利用促進に向けた基盤ツール開発プログラム ５００百万円（新規）

○地球環境遠隔探査技術等の研究（地球観測システム構築推進プラン） ５７３百万円（５７３百万円）
○データ統合・解析システム ９３０百万円（６２０百万円）

環境科学技術の研究開発環境科学技術の研究開発

○高速増殖炉サイクルの推進 ４１，８６４百万円（３９，９９９百万円）
○ＩＴＥＲ（国際熱核融合実験炉）計画等の推進 １２，１５８百万円（５，３８２百万円）

戦略１：気候変動問題の克服に向けた国際的リーダーシップ

戦略４：公害克服の経験と智慧を活かした国際協力

戦略５：環境・エネルギー技術を中核とした経済成長



豊かな体験活動推進事業

平成２０年度概算要求額 ３,５４９百万円（７１３百万円）

◆学校教育法の改正(H13.7施行)：社会奉仕体験や自然体験等の体験活動を充実
◆新学習指導要領の実施による体験活動の充実
（小・中学校：平成14年度～ 高等学校：平成15年度～）

背
景

児童生徒の豊かな人間性や社会性を育むためには、成長段階に応じて、自然の中での長期宿泊
体験や社会奉仕体験活動など様々な体験活動を行うことが有意義。命を大切にする心や他人を思
いやる心、規範意識等の育成を図ること等は極めて重要であり、豊かな心の育成に向け、各学校に
おける体験活動の取組を推進。取組の成果を全国に普及させ、円滑な体験活動の展開に資する。

児童生徒の輝く心育成事業
～ふれあい応援プロジェクト～
【新規】 （４７地域×１２校）

小・中学校を指定し、世代間交流や動
植物の育成を通じて感性を育み、命の
大切さを学ばせる体験活動プログラム
について調査研究を実施。

高校生の社会奉仕活動推進校
【新規】 （４７地域×１０校）

各都道府県の高等学校を指定し、社
会奉仕活動のプログラムについて調
査研究を実施。

体験活動推進協議会の設置 【新規】
（４７地域）

体験活動を推進するための課題や成果を議論したり、
各学校への情報提供を行う協議会を各都道府県に立
ち上げ、各学校における様々な体験活動を推進する。

①農山漁村におけるふるさと生活
体験推進校【新規】 （４７地域×１０校）

農林水産省と連携してモデル地区を指
定し、学校と受入地区を同時に支援す
ることにより、農山漁村における生活体
験活動を推進。

②学校教育における人間力向上のため
の長期宿泊体験活動推進プロジェクト
～仲間と学ぶ宿泊体験教室～【継続】
（４７地域×１２校）

長期宿泊活動を通じて様々な体験活動
を行い、人間力の基礎の戦略的な育成を
支援。

自然の中での長期宿泊体験事業

ブロック交流会の開催：各学校での取組を発表し、取組の成果を全国へ普及する。

※その他、体験活動の実践例を収集した事例集を作成し、全国へ取組の普及を図り、体験活動を推進する。



生活習慣の乱れ

◆夜更かし

◆朝食欠食

希薄な対人関係
◆保護者の関与が少ない
◆地域の大人の関与が少ない
◆仲間との接触が少ない

原因

直接体験の不足

◆体を動かす体験
◆自然体験

現状 自立の意欲に欠ける青少年の増加（不登校、引きこもり、ニート）

対応 自然体験や生活体験など体験（集団宿泊）活動の必要性の高まり

小学校自然体験活動
プログラム開発事業

自然体験活動指導者養成事業

小学校長期自然体験活動
支援プロジェクト

青少年の課題に対応した
体験活動推進プロジェクト

○自立に支援を要する
青少年の体験活動

○青少年の発達段階に
応じた自然体験

○自然体験指導者の在り方に
関する調査研究等

35か所

○省庁連携による地域
ネットワーク型体験活動

○都市と農山漁村の
青少年相互交流推進事業

○廃校等を活用した生活体験

35か所

○青少年教育施設等の
特色あるプログラム開発

48か所

○補助指導者養成事業

のべ200か所 年間16,000人養成

○全体指導者養成事業

のべ200か所 年間4,000人養成

多様な場を活用した
生活体験推進事業

意欲を育む自然体験推進事業

青少年体験活動総合プラン青少年体験活動総合プラン
（平成19年度予算額 246百万円）

平成20年度要求額 714百万円

学校教育における取組 青少年教育における取組

基
本
方
針
２
０
０
７
・
教
育
再
生
会
議
第
２
次
報
告

「
小
学
校
で
１
週
間
の
自
然
体
験
活
動
」

支 援


